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研究成果の概要（和文）：本課題では縄文時代の廃屋墓から出土した人骨群について、骨考古学、形態人類学、
骨科学（遺伝子・年代・食性）的観点から分析を行った。考古学的コンテキストの再検討により、これまで廃屋
墓として報告されている事例の中で住居内埋葬とみなせない事例を選別した。人骨の個体鑑別と性別判定、年齢
推定を行い、古病理痕や生活痕を観察して、各個体の基礎的情報を提示した。頭骨と四肢骨の分析により形態的
類似性を検討し、mtDNA分析により遺伝的関係を分析し、人骨群の血縁関係について考察した。また、年代測定
や発掘記録および人骨のタフォノミー分析により、埋葬及び白骨化のプロセスの検討を行った。

研究成果の概要（英文）：In this project, human skeletal remains recovered from abandoned house 
graves (Haiokubo) of the Jomon period were analyzed from osteoarchaeological, 
morphological-anthropological and bone science (genetic, chronological and dietary) perspectives. 
The archaeological contexts were re-examined in order to screen out cases that had been reported as 
abandoned house graves (Haiokubo) but were not in-dwelling burials. Individual identification of 
human remains, sex determination and age estimation were carried out. In addition, paleopathological
 and subsistence traces were observed. These provided basic information about each individual. 
The burial and skeletonisation processes were also discussed through a detailed examination of the 
excavation records, taphonomic analysis and radiocarbon-14 dating of the human bones.

研究分野： 自然人類学

キーワード： 骨考古学　廃屋墓　血縁関係　古病理学　人骨　DNA分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本課題を含む複数のプロジェクトで、ここ数年、親子や姉妹、兄弟と想定されてきた事例に対して、mtDNA全配
列による系統分析が実施されてきた。その結果は、縄文人の家族観・社会構造が、親子や核家族を社会的共同体
の単位としている現代人の一般的概念を超えたものである可能性を示唆し、これまで積上げられてきた縄文社会
研究の枠組みを揺るがし、学術的意義の高いものといえる。また、本課題では遺体の安置姿勢、個体間に共通す
る古病理所見など、縄文社会の習俗についても新たな知見を提示した。
研究成果は一般公開シンポジウムを開催して一般に周知したことで、改めて家族について考える端緒となり、社
会的意義を果たしている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

廃屋墓は縄文中期後半から後期に東京湾沿岸の貝塚を中心にみられる、住居内に遺体を埋葬
する特殊な葬法である。複数の個体が出土する例が広く知られ、姥山貝塚 B9 住居址の事例が特
に有名である（図 1）。1926（大正 15）年の発見当初、フグ毒などによる中毒死や災害により同
時に死亡したために住居ごと廃棄されたと解釈された。近年では、遺体を遺棄・放置したという
解釈と、意図的に埋葬されたという解釈が両立し、決着をみていない。また、埋葬と考える研究
者の間でも覆土の有無、埋葬専用の家屋が設営されたか否か、など数々の異論が提示されている。 

ただ一方で、いずれの見解においても人骨群が家族や近親者など、直接的な血縁関係にある
人々と考える点は共通している。そのため、複数の個体が出土した例は１つの住居にどのような
家族構成で暮らしていたのか、を示
す根拠とされてきた。廃屋墓そのも
のは地域や時期が限定された葬法で
あるものの、広く縄文時代の家族関
係や婚姻関係といった社会的組織を
理解する基盤といえる。 

問題は。これまでの研究では人骨
の出土状況に関する分析が、人骨資
料そのものを観察・分析をせず行わ
れていることである。例えば、上記
の姥山例では報告書（松村ら 1932）
の記述とそこに掲載された 6 枚の写
真で行われている。個体の血縁関係
や埋葬状況、白骨化の過程を検討す
るのに、直接的な人骨の分析は不可
欠である。その不可欠の分析を欠い
たまま、議論が進められてきた。 
 
２．研究の目的 

これまでの廃屋墓研究では、人骨資料の直接的な分析は行われてこなかった。本課題では、人
骨の直接的な観察を行い、分析に必要不可欠な個体の基本的情報を提示する。また、姥山 B9 住
居址の事例のみをもって、廃屋墓全体の解釈とする論考も少なくない。複数の廃屋墓例を実証
的・科学的に検証することで、廃屋墓の一般的様相を理解するための情報を提供する。これらを
通じて、廃屋墓の人骨群に遺伝的血縁関係や形態的類似性があるのか、同居していた“家族”とみ
なせるのか、人骨群は埋葬されたのか遺棄されたのか、を問い、骨考古学、形態人類学、骨科学
（遺伝子・年代・食性）的観点から科学的に分析し、親族関係と埋葬プロセスを明らかにするこ
とを目的としている。 

さらに、これまで DNA 分析ではミトコンドリア DNA （mt DNA）の D ループと呼ばれる限
られた領域を分析して、ハプロタイプにより直接的な母系関係を論じてきた。本研究では mt 
DNA の全配列を分析することにより、親子や兄弟のような近い血縁関係の有無を真に決定し、
廃屋墓出土人骨の血縁関係について新しい知見を提示したいと考えている。 

 
３．研究の方法 

本研究では廃屋墓から出土した人骨群の血縁関係をテーマとすることから、廃屋墓として報
告された事例のうち、床面あるは床面直上に多数個体が出土している事例のみを対象として調
査した。まずは各事例において、文献記録や実測図、出土状況写真から、各個体の出土層位や埋
葬位置、副葬品や土器など共伴遺物について調査し、人骨資料の照合を行った。次に、人骨の再
整理を行い、基本的形態情報および古病理及び生活痕の所見を観察した。年齢や性別、形態学的
特徴、病気の痕跡、生活痕、ストレスマーカーなどの人類学的特徴は、個人の歴史や役割を知る
ための基本的な情報となる。年齢推定については、恥骨結合面、寛骨耳状面、歯の咬耗度といっ
た従来の形態的指標に加え、歯髄腔狭窄度や萌出時期を考慮した歯の咬耗度を指標にベイズ定
理を適用した、新たな推定法も利用して検討した。 

埋葬姿勢と埋葬環境の分析では、まず出土状況写真を現存の人骨資料を照らし合わせながら
精査し、住居址の埋没過程や人骨の埋葬環境について分析した。また、人骨資料については、タ
フォノミー分析を実施し、埋葬後の遺体の変化と遺体周辺環境を推定した。ここでいうタフォノ
ミー分析とは、動物、植物、昆虫などによる傷、気候による変性、破損の性状を記録することを
意味している。さらに、人骨からサンプル採取を行い、DNA 分析、安定同位体分析、放射性炭
素 14 年代測定を実施した。また、個体間の時間的関係を年代測定によって確認し、同位体分析
によって食生活の傾向を分析した。 

調査対象は、姥山 B9 住居址、加曽利 II-29 住居址、西広 1 号住居址、西広 3 号住居址、千鳥

図 1. 姥山 B9 住居址人骨群の出土状況 



久保 A 地点、三ツ沢 A 地点、根郷 J5 住居址の 7 事例である。 
 

４．研究成果 
１）文献記録等による廃屋墓事例の再考 

各事例について報告された当初の文献（一次文献）に遡って、人骨の出土状況を可能な限り洗
い出し、現標本と文献内容の称号を行った。結果、千鳥久保 A 地点と三ツ沢 A 地点の 2 例につ
いては、竪穴住居内遺棄とは捉えられないとの結論にいたった。両事例は廃屋墓の事例として広
く知られているが、姥山など本課題で対象とした他の廃屋墓事例と同列には論じられない。この
ように、既報告の事例であっても、住居址の内外、遺棄とする妥当性、被葬者数、埋葬順など、
より慎重に検証される必要がある。 

 
２）廃屋墓から出土した人骨群の関係 
個体識別と性別および年齢の推定 
 年齢推定については、これまで異なった 2 つの年齢が提示されている姥山 B9 住居址の事例を
特に精査した。複数部位の形態的特徴による伝統的な年齢推定を 2 グループで個別に実施し、歯
髄腔狭窄度および萌出時期を考慮した歯の咬耗度を指標としたベイズ推計による年齢推定も実
施した。結果、形態的特徴による年齢推定は両グループで概ね一致し、これらは歯髄腔狭窄度や
歯の咬耗度のベイズ推計による推定値と大きな矛盾はみられなかった。しかし、統計的推計を利
用した年齢推定は信頼が高い一方で、推定区間が非常に広く（例えば、伝統的手法で 40 代前半
から 50 代後半と推定した個体は、統計的推定では 95％推定区間が 30 代前半から 70 代後半との
結果であった）、個体間の関係性を検討するには適していないと思われた。姥山以外の事例では、
形態的特徴による推定年齢を使用することとした。 
 
形態的類似性の検討 

廃屋墓以外でも多数の人骨が出土している姥山貝塚と加曽利貝塚を対象として、頭蓋骨と四
肢骨の観察と計測を行い、廃屋墓外の人骨と廃屋墓内の人骨群が形態的特徴を比較した。頭型
（長頭・短頭）と顔型（高顔・低顔）は、廃屋墓内の人骨群は廃屋墓外の人骨群の範囲内の値で
あった。また、廃屋墓内の人骨群間で個体差があり、これらが特に均一的であるとはいえない。
四肢骨の骨長および断面示数の比較では、加曽利 II-29 住居址の人骨群は男女ともに加曽利貝塚
出土人骨群における平均的な体格であった。一方、姥山 B9 住居址の人骨群は姥山貝塚出土人骨
群において、女性はやや華奢な体格であり、男性では 1 個体がやや華奢であり、1 個体は平均的
な体格であった。平均的な体格の個体は、これまで廃屋墓内の人骨群だけの比較では”頑丈な個
体“としてされてきたが、遺跡全体の出土人骨群の中でみると平均的な個体であることが明らか
になったものである。 

遺伝的関係性の検討 
姥山 B9 住居址、加曽利 II-29 住居址、西広 1 号住居址、西広 3 号住居址、千鳥久保 A 地点、

三ツ沢 A 地点、根郷 J5 住居址の 7 事例よりサンプルを採取し、次世代シーケンサによるミトコ
ンドリア DNA（mtDNA）分析を実施し母系の遺伝的関係を分析した。mtDNA 分析は全配列によ
る分析を基本とし、ハプロタイプからさらに細分類できるサブハプロタイプの確認を行った。多
くの個体は縄文人骨に多い N9 あるいは M7 のハプロタイプに属していた。現在までに得た結果
では、分析した事例において母子あるいは姉妹、兄弟といった近しい血縁関係は検出できていな
い。ただ、一部の試料の状態が不良のものがあり、最終結論を提示するには更にデータ精査の必
要がある。また、試料の状態が良好なものは核 DNA 分析を実施している。 

 
同居性および古病理痕、生活痕について 

個体間の家族関係を議論する基礎データとして、年代測定により同じ時期の個体であるかを
確認した。加曽利 II-29 住居址、根郷 J5 住居址の事例では、すべての個体がほぼ同時期と推定さ
れた。一方、姥山 B9 住居址、西広 1 号住居址、千鳥久保 A 地点、三ツ沢 A 地点では一部の個
体の推定年代にずれが見られた。この結果は、姥山 B9 住居址と西広 1 号住居址の事例では、住
居址への複数回の埋葬が行われたこと示唆するものであるが、千鳥久保 A 地点と三ツ沢 A 地点
の事例は、上述のとおり竪穴住居内遺棄とは捉えられず、単に層位および埋葬時期の違いを反映
していると考えられる。なお、西広 3 号住居址は試料の状態が悪く、複数の個体の推定年代を得
ることができなかった。また、安定同位体による食性分析は事例により違いみられた。加曽利 II-
29 住居址は、遺跡人骨の食性の変異幅に比べて、廃屋墓内の個体間の食性が近い傾向がみられ
た。姥山 B9 住居址は 1 個体だけ特異な食性を示した。それ以外では、各遺跡の食性の変異幅の
範囲（同遺跡の分析データがない場合は、同地域同時期の縄文集団の食性の変異幅の範囲）であ
り、特徴的な傾向は観察されなかった。 

古病理痕の観察では、長骨骨幹の骨膜炎や蹲踞面が共通して認められた。また、顎関節症や肩・
肘・股関節・膝の関節炎、肩や股関節の離断性骨軟骨炎、大臼歯の両側性の歯冠損傷などが、壮
年以降の個体では共通して認められた（図 2）。これらのより詳細な出現部位や関節窩の性状は
遺跡により異なり、各遺跡での生業や習慣の違いで負荷がかかる部分が異なり、それが反映され
ているものと思われた。 



 

３）埋葬および白骨化のプロセス 
各事例において、文献記録と人骨資料の照合を行い分析した。特に廃屋墓全体の解釈における

背景知識とすべく詳細に分析した姥山 B9 住居址の事例では、以下のような知見が得られた。 
 
発掘記録と写真による人骨の出土状況の分析 

人骨の出土状況は。どの個体もおおむね解剖学的位置を保っているものの、指骨や手根骨、足
根骨が乱れ、散乱している（図 3）。一部の個体では、頭蓋骨が後転あるいは逆転し、下顎の脱
落、頚椎の移動などが認められた。また、出土状況から推定された遺体の当初の安置姿勢は、足
首を重ねて膝を立てた姿勢など、支えなく自立させるのは難しいと考えられるものであった。お
そらく、紐や布、むしろなどで胴体や四肢を巻くというように、ゆるく固定され安置さていたと
推測される。頭部は固定されておらず、また指や足の部分は空隙があったため、腐敗に伴い骨の
位置が移動したのであろう。 

 
人骨のタフォノミー分析 
 人骨の骨表面の観察では、出土状況写真で上面となっている部分に表面の風化がみられ、下面
の部分では水分の浸食によると思われる劣化や昆虫による痕跡がみられる傾向にある。ただし、
いずれの痕跡も程度は軽度であり、頻度も少ない。また、齧歯類等による噛み跡も観察されたが、
非常に少数であった。この結果から、少なくとも白骨化するまで露出した状態で、しばらくして
から土で覆われたことが推測される。また、表面劣化が軽度であり、動物や昆虫による損傷が少
なく、部位の移動や損失が少ないことから、動物などが近寄れない・近寄らない環境であったこ
とが示唆され、住居址の上屋が存在していた可能性も考えられた。 

図 3. 姥山 B9 住居址人骨群の出土状況写真における部位
定

左：中手

骨 

右上：頭

部と頚部

図 2. 観察された古病理痕および生活痕 
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